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内 2011: 5-6）。そのうち一次資料の大規模収集に取り組んだ先進事例は、1995年１月 17日





























































































平成 26 年３月には、「浪江のこころ通信」第 1～30 号をまとめた『浪江のこころ通信―震
災後３年間の記録』を発行。双葉町でも 2012 年２月発行の広報誌（No.9）から「双葉の風
だより」というコーナーを設け、分散避難している町民から届いた便りを掲載している。













































活動開始から約一年半が経過した 2014 年１月 23 日時点で収集することができた資料の









数は以下の通りである。紙資料が 91 点（チラシ・パンフレット 88 枚、ノート１冊、冊子
２冊）、映像資料が 4,469点（写真（紙）359点、写真（デジタルデータ）4,050点、動画記














































月 12日午前には、市内 128か所の避難所に最大１万 9,813人が避難した（いわき市 2012: 8）。
市の地域防災計画で指定されていた避難所でも、津波被害などによって避難所として使用
できない施設もあり、指定されていなかった寺院や高齢者施設が避難所として使用された














 本調査の調査期間は、2014 年３月 1 日に開始し、2014 年９月 30 日を締め切りとした。
調査開始当初は同年３月 31 日までを締め切りとしていたが、３月 31 日時点での回収率が
低かったことから、同年６月に調査協力の再依頼文書を発送し、返送を依頼した。その結
果、複数の調査票の返信があり、その後 2014年９月 30日を締め切りとした。最終的には、
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